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就任のごあいさつ
公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部　支部長　國�府�島　貞�司

　このたび，竹井千庫前支部長が退任され，そ
の後を受けて支部長に選任いただきました
國
こ う じ ま

府島貞司です。
　これまで，日教弘岡山支部の事務局として，
各事業を執行することで，弘済会事業は県内の
学校園や教職員の方々をご支援できていると
自負しております。
　弘済会事業は，学校園や教職員の皆さまを直
接支援する教育振興事業，教弘保険加入者の健
康増進等を支える福祉事業，教職員の皆さまに
安心して教育活動を行っていただく共済事業
の３つに大きく分かれています。そして，公益
財団法人であります弘済会では，大学生や高校
生の奨学金事業，教室に掲示される岡山県教育
カレンダーの作成や絵画コンクール，伝統文化

お世話になりました

竹�井　千�庫

　私こと，６月末日をもって
支部長を退任いたしました。
７年間大変お世話になり，あり

がとうございました。
　この７年間には，西日本豪雨災害や新型コ
ロナ禍など，これまで経験したことのない状
況に見舞われ，対応に苦慮することもありま
したが，先生方が創意工夫を凝らし，また粘
り強くお取り組みになっている姿に，頭の下
がる思いでした。
　皆様ご承知のとおり，弘済会は，先生方に
ご加入いただいている教弘保険の契約者配
当金等を原資に様々な事業を行っています。
ぜひ，これらの事業をご活用いただきますよ
うお願いいたします。
　最後に，先生方の一層のご健勝・ご多幸を
お祈りし，退任のご挨拶といたします。あり
がとうございました。

活動を行っている団体への助成事業といった
公益性のある教育振興事業を行っております。
　弘済会事業の原資は，教職員の皆さまに加入
していただいています教弘保険の契約者配当
金を主としております。私たちは，事業を適正
に執行することが責務と考え，皆さまが，将来
において安心して，日々健康に暮らしていただ
き，日頃の教育活動や研究をご支援することに
より，「最終受益者は子どもたち」を実践して
おります。
　70年を超える弘済会の長い歴史を，これまで
諸先輩が築いてこられています。皆さまのご理
解とご協力をいただきながら，一層の充実と発
展に努めてまいりたいと存じますので，どうぞ
よろしくお願いいたします。

　去る５月23日，ピュアリティまきびにおいて令和７年度
第１回運営委員会・第１回幹事会を開催しました。
　令和６年度事業報告および決算報告，また異動に伴う令
和７年度新任役員について，いずれも原案どおり承認され
ました。
　令和７年度役員は次のとおりです。

令和7年度
第１回運営委員会・第１回幹事会

令和7年度岡山支部役員一覧
顧　　問　中村　正芳
支　部　長　國府島貞司※
副支部長　有田　純子　　齋藤　　靖　　　藤岡　隆幸
　　　　　𠮷田　康文
常任幹事　起塚　郁夫※
幹　　事　太田　圭一　　金子　正吾　　西田　智子
　　　　　早瀬　直紀　　古矢　道弘　　村田　秀石
　　　　　矢部　晃章　　山本　邦彦
監　　査　西山　正宏　　二木　信輔
運営委員　片山安基夫　　川野　吏恵　　國友　道一
　　　　　河内　智美　　近藤　　治　　　近藤　　博
　　　　　内藤　　奨　　　中尾　雅文　　平井　信雄
　　　　　堀井　博司� （敬称略，※は事務局役員）



令和７年度　令和７年度　教育研究論文・著書募集中！教育研究論文・著書募集中！

3

　弘済会では，教育の実践研究をまとめた論文・著書を募集
し，優れた実践研究に対して助成を行っています。受賞者には
表彰式にて賞状を贈呈し，優良以上の論文・著書は「教育研究
集録」にまとめ，県内の学校園や教育機関等に配付します。

募集部門 助成金額等

■論文部門
　（学校部門）

最優秀� 30万円
優　秀� 20万円
優　良� 10万円
奨　励� �5万円

■論文部門
　（個人部門）
■著書部門

最優秀� 15万円
優　秀� 10万円
優　良� �5万円
奨　励� �3万円

令和６年度  教育研究論文・著書　受賞者のご紹介
令和６年度受賞者の方々に，次の質問にお答えいただきました。
1受賞の感想　2応募のきっかけ　3研究にまつわるエピソード（得た成果，工夫点など）　4今後の取組

応募締切 　令和7年８月31日
ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）
に詳しく掲載しています。

応募方法

たくさんの
ご応募を

お待ちしています

個人部門　最優秀賞
津山市立北小学校

宮尾　優子　教諭
学習障害（読み書き障害）がある児童へのICT活用による個別最適化された学びの実現
―ICT活用の合理的配慮により学習困難を改善・克服し主体的に学びに向かう児童の変容を通して―

令和6年度日教弘教育賞
（全国規模）奨励賞受賞

1 �このような賞をいただき，大変光栄です。ご助言くださっ
た先生方や，「LD理解にもつながるよ」と研究論文にま
とめることをご提案くださった吉田英生先生に感謝いたし
ます。今後も自己研鑽を積み，適切な通級指導ができる
よう精進してまいります。

2�読み書きの困難さから学習意欲が低下している児童が，
代替手段としてＩＣＴを効果的に活用すれば，本来の力が
発揮でき，主体的な学びに向かうことができると考え，通
級指導教室で実践し研究論文にまとめることにしました。

3�IＣＴを書字代替とする際に，多様な方法を試行し自分に
合った学習スタイルを選択・決定する経験を積むことを大
切にしました。学習障害がある児童へのＩＣＴ活用による
学びは，学習意欲や自己効力感を高め，以前よりも主体
的な学びに向かいました。

4�通級指導教室には，学習や生活で困難さのある児童生
徒が通っています。今後も，児童一人ひとりに適した通
級指導はもとより，ＩＣＴ活用による個別最適化された学
びの実現に向けた実践も深めていきたいと思っています。

個人部門　優秀賞
県立岡山城東高等学校

髙田　沙夕里　司書
生徒の「主体的・対話的で深い学び」につながる探究ポータルサイトの構築
―ICT時代における「情報センター」としての図書館の可能性―

令和6年度日教弘教育賞
（全国規模）奨励賞受賞

1 �このたびは素晴らしい賞をいただき，大変光栄に思いま
す。支えてくださった皆様に心より感謝申し上げます。図
書館が学校教育の充実に寄与できるよう，今後とも先生
方と協力しながら精進してまいりたいと思います。

2�城東の図書館活動を広くPRしようという，教頭先生の熱

意に背中を押されて応募を決意しました。情報探索の入
口を一元化することで，様々なツールを利用したリサーチ
スキルを強化したいと考え，「探究ポータル」を構築しま
した。
3�構築した「探究ポータル」を，先生方が積極的に授業
で使ってくださることで，生徒の活用に繋がったことが大
きな成果です。デジタル情報だけでなく，県立図書館か
らの本の借受冊数の増加にもつながりました。
4�利用する先生方や生徒の視点を大切にしながら，授業
支援のパスファインダーをより充実させていきたいと考え
ています。利用者が必要とする情報に辿りつくために，図
書館としてより使いやすい仕組みづくりを模索していきた
いと思います。

受賞者の方々の論文は，「教育研
究集録」でお読みいただけます！

（HPでもご覧いただけます。）

～すべては子どもたちのために～

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

70年以上に
わたる提携関係

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して
共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を

実施しています実施しています。。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま 教弘保険加入と
保険金の支払い

各種の
公益事業・福祉事業
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岡山市
南方岡山中央認定こども園
園長
吉﨑　正美

　本園では，昨年度，教育文化事業の一つであるチュー
リップの球根贈呈事業を活用させていただきました。贈呈
式には４歳児が参加し，参事の方が手にしておられる箱を
見つけると「何が入っているの？」「わあ，たくさん入って
いる。」「私はピンク。」「私は白色にしよう。」「なんか玉
ねぎみたい。」「私にも触らせて。」と，歓声が途切れず，
この日をとても心待ちにしていた様子がうかがえました。
　後日，一人一個ずつプランターに植えました。自分が植
えた球根が分かるように名前を付けてもらい水やりが始ま
りました。寒い冬でも，暖かい時間帯を見つけて水やりを
する姿が見られました。
　そのうち，Aさんのチューリップが蕾をつけ，それを見つ
けた子どもたちは，保育教諭に知らせたり友達と一緒に
喜んだりしながら，今まで以上に水やりに励みました。年

長になる頃には赤やピンク，白，黄色と様 な々色や形のチ
ューリップが咲き揃い，園庭が春一色になりました。「先
生，見て。私のチューリップが咲いたよ。」「私のはこれ
よ。」と開花を喜びました。寒い冬でも，水やりを頑張って
いた子どもたちを思い出しながら，その気持ちに共感しま
した。
　花が散り，チューリップももう終わりかなと思っていた頃，
水やりをするBさんを見つけました。「まだ水をあげるの？」
と声を掛けると，「うん。ここもお花みたいよ。」と花茎の
先を指さしました。覗いてみると本当に小さな花のようでし
た。「お花みたいに見えるね。」と笑い合いながら，子ど
もの観察力に驚きました。葉が枯れた後は，皆で相談を
して球根を掘り返し秋になったらまた植えてみようというこ
とになったそうです。
　子どもたちは，植物の生長の各段階で不思議に思っ
たり，発見したりする中で，植物に親しみを持ち楽しみな
がら貴重な経験をすることができました。次の秋がやって
くるのが楽しみです。

本年度末および数年後にご退職の教職員の皆さまを対象に，豊かなセカンドライフのためのセミナーを開催します。

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

主な内容

申込方法

●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

学校園担当者または日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。

参加費
無料

岡山会場（定員各75名）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
☎（086）272-1923

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

本年度末で
ご退職でない方も
ぜひご参加ください！

教弘まなびやスーパープラン・教弘フルガード制度変更のお知らせ

令和7年8月1日始期契約から  

お知らせ① 教弘まなびやスーパープラン・教弘フルガードはWeb加入手続きに全面移行します。

お知らせ② 教弘まなびやスーパープランは，教職員業務の遂行に起因した損害賠償請求等を補償する「教
職員賠償責任保険」と業務中や日常生活の事故を補償する「団体総合生活保険」のセットで
したが，それぞれ単独で加入できるようになります。

補償についての内容は，日教弘岡山支部ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）内の㈱岡山教弘ページをご覧ください。

11月29日（土）
  1月17日（土）
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各種福祉事業には，申請期限があります。
該当する事業がないか，ぜひ一度ご確認ください。 申請漏れはございませんか？

宿泊補助

弘済会指定の宿泊補助施設を利用されるとき，宿泊費
の補助が受けられる「宿泊施設利用券」を発行します。
ご利用方法および最新の対象施設一覧等，詳細は当支
部ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）を
ご覧ください。

補助額（１人１泊につき）
ホテル2,000円　ペンション1,500円 

年度内８枚まで
ホテルに予約後，弘済会へご連絡ください。

最新の宿泊施設一覧

会食補助

福祉対象ＡおよびＢの方に，日教弘岡山支部が指定す
る施設で，合計2,000円以上ご会食されたときにご利
用いただける会食補助券（1,000円分）を贈呈します。
会食をした当日に施設へご提出ください。

対象施設
1 ピュアリティまきび（岡山市北区）
2 備中味の庄　伯備（新見市）
3 ザ・シロヤマテラス津山別邸（津山市）
4 高梁国際ホテル（高梁市）
5 ホテルリマーニ（瀬戸内市）

補助額1,000円（合計2,000円以上の会食につき）

補助券を
年1回7月にご自宅へお届け

事業名 事業内容 贈呈品 申請期間

新　加　入
記　念　品
※㈱岡山教弘主催

教弘保険に初めて
加入されたとき，
記念品を贈呈します。

ペンケース
（黒色）

加入契約
始期日から2ヵ月以内

結婚祝品 福祉対象Aの方が結婚された
とき，お祝品を贈呈します。

カタログギフト
（1万円相当） 結婚後1年以内

出産祝品
福祉対象Aの方のお子様が
生まれたとき，お祝品を
贈呈します。

カタログギフト
（5千円相当） 出産後1年以内

小　学　校
入学祝品

今年度お子様が小学校に入学
された福祉対象Aの方を対象に，
お祝品を贈呈します。

図書カード
（3千円分） 4/1～8/31必着

高等学校
入学祝品

今年度お子様が高等学校に入学
された福祉対象Aの方を対象に，
お祝品を贈呈します。

図書カード
（5千円分） 4/1～8/31必着

締切
迫る！

締切
迫る！

【申請方法】
申請書を，当支部宛にご郵送または学校園担当者にお渡しください。申請書の様式は，
当支部ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）および弘済会事業案内に掲載して
います。

【お問い合わせ先・申請書提出先】
〒703-8258�岡山市中区西川原255番地
公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部
☎086-272-1909

【ジブラルタ生命保険㈱岡山支社　各営業所　電話連絡先】
⃝岡山第一・四・六　 　☎086-271-2010　　　⃝岡山第二・三・五・七・八・九　☎086-234-7501
⃝津山　　　　　　　　☎0868-22-4053　　　⃝倉敷　　　　　　　　　　　　☎086-422-1769
⃝笠岡　　　　　　　　☎0865-62-4455　　　⃝総社　　　　　　　　　　　　☎0866-92-6550

日教弘岡山支部HP

教弘保険ご加入の皆さまへ　福祉事業のご案内
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吉備中央町立吉備高原こども園

　吉備高原都市は，岡山県のほぼ中心部に位置しています。
園舎の背景に広がる緑の山々，青空，真っ赤な夕日は自然の
豊かさを感じさせてくれます。本園は，平成11年に吉備高原
都市学校事務組合立吉備高原幼稚園として開園しました。そ
の後，平成30年３月で閉園し，４月より吉備中央町で初めて
のこども園として開園しました。今年度で８年目となり，現
在０歳児から５歳児の計85名が在籍しています。近隣には，
岡山県総合教育センター，国立吉備青少年自然の家，吉備高
原学園高校，隣接している加賀南小学校，公民館があり，教
育環境に恵まれています。

園舎外観

田中�孝平�園長

■ 園児の興味や意欲を育む食育活動   
　本園では，園児が生活や遊びの中で意欲的に食に関わる体験を重ね，「食べることの楽しさ」を育むことを大切にして
います。園児と一緒に行う栽培活動では，植物の成長や収穫の喜びを味わいながら食への関心や感謝の気持ちが育まれて
います。給食は自園給食で，季節や行事にあわせて園児が喜ぶメニューを提供することにより，園児たちは食事の時間を
楽しみにしています。また，３歳以上児のクッキングや，２歳児から５歳児を対象にした調理員や町子育て推進課，保健
課，地域の方による食育指導も
実施しており，食事に興味をも
ち，友達と楽しく食べようとす
る気持ち，自ら進んで食べよう
とする意欲等，様々な力が育っ
てきています。

■ 豊かな人間関係を築く連携活動   
　小学校と隣接しており，朝の登園時には，小学生と自然に挨拶を交わす等，日常の中で異年齢の子どもたちと触れ合う
ことができます。また，年長児と小学校５年生との交流会を
実施し，小学校就学にむけた不安を和らげ，スムーズな入学
に繋げています。さらに，町内のこども園との交流会，中学
校，高校からの保育実習の受け入れや，公民館，福祉施設
（高齢者の方）との交流会も行っています。様々な年齢の人
と触れ合う中で，人と関わる楽しさや思いやりの心を育んで
います。子どもたちが安心して成長し，地域とのつながりの
中で豊かな人間関係を築ける環境づくりを大切にしていま
す。 中学生との交流会　絵本の読み聞かせ公民館活動　種団子作り

■ 地域の自然に包まれて   
　園から歩いていける距離には，町の施設である「キッズパーク」や「にじいろ広場」があり，園児たちの大好きな遊び
場です。広々した戸外で伸び伸びと体を動かし開放感を味わ
うことができます。園の周囲にも，春には桜，秋には紅葉や
どんぐり拾いが楽しめる散歩道や公園が点在し，０, １, ２歳
児の園児たちも自然の移ろいを感じながら散歩にでかけて
います。３歳以上児の園児は，季節ごとの園外保育として，
秋の虫探しや国立吉備青少年自然の家の協力を得て，自然体
験活動もあり，地域の自然に包まれながら過ごす時間は，自
然の豊かさや自分たちの住む地域ならではの魅力を感じる
貴重な時間となっています。 秋の公園で山登り春の散歩道

季節の料理�節分鬼ライスクッキング夏野菜の栽培

「健康でたくましい子ども　思いやりのある子ども　考えて挑戦する子どもの育成を目指して」～人，自然，地域とのつながりを通して～
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作
品
の
後
に
所
属（
投
稿
時
）・

お
名
前
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

作
品
募
集

★
次
号
は
八
月
一
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句・川
柳
い
ず

れ
か
ひ
と
つ
を
選
ん
で
、は
が
き
に

作
品（
三
点
以
内
）・勤
務
先･

氏
名

を
明
記
。事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、教

弘
俳
壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

　

次
回
会
報
一
九
八
号
は
十
月
十

日
発
行
予
定
で
す
。

★�

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。
初

め
て
の
投
稿
、
現
職
の
皆
様
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

教
弘
歌
壇

石
井�
宏
幸
選

〈
特
選
〉

空
の
青
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
海
く
ね
る
道

登
り
写
せ
ば
空
中
散
歩

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

（
評
）
ネ
モ
フ
ィ
ラ
と
言
え
ば
茨
城
県
の
国
営
ひ

た
ち
な
か
海
浜
公
園
が
あ
ま
り
に
も
有
名
。

　

ま
ず
空
の
青
と
詠
い
出
し
て
、
丘
を
埋
め
尽
く

す
青
と
対
峙
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
も
う
何
も
か

も
青
と
読
む
者
に
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
青
世
界
が

壮
観
。
そ
れ
に
加
え
、
登
る
道
を
空
へ
の
で
は
な

く
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
海
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
植
え

ら
れ
た
密
度
や
、
吹
か
れ
い
る
草
丈
や
そ
よ
ぎ
、

草
丈
の
な
す
影
ま
で
想
わ
せ
る
。
最
後
に
空
中
散

歩
と
置
い
て
、
海
を
空
に
転
換
す
る
手
法
も
ま
た

見
事
な
も
の
。

〈
佳
作
〉

庭
に
出
て
吾
子
に
教
え
る
蝉
の
声
こ

れ
が
夏
だ
と
全
身
で
聞
け

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

光
本　

智
夏

歳
月
や
迹
な
く
過
ぎ
て
い
つ
し
ら
に

彼
の
岸
の
ご
と
か
ぎ
ろ
い
の
た
つ

退
職
会
員　

桐
野　

忠
夫

準
決
勝
に
敗
れ
し
の
ち
の
表
彰
式
泣

き
伏
す
子
ら
に
メ
ダ
ル
は
か
け
ら
る

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

〈
入
選
〉

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
我
家
の
庭
に
飛
来
し

て
そ
の
美
し
き
翅
を
休
め
ん

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と
心
の
隅
で
弾
け
る

は
淡
き
想
い
の
残
り
の
泡
か

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

日
時
計
は
晴
れ
の
時
だ
け
時
刻
む
我

も
刻
ま
ん
善
き
こ
と
だ
け
を

退
職
会
員　

矢
田　
　

寛

「
ま
ー
だ
だ
よ
」
三み

た
り人
の
孫
の
帰
り
来

て
古
い
家
中
声
こ
だ
ま
す
る

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

教
え
子
が
教
師
に
な
っ
た
と
尋
ね
来

て
仕
事
の
楽
し
さ
元
気
に
語
り

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

友
の
名
の
退
職
欄
に
多
く
あ
り
嬉
し

い
よ
う
な
さ
み
し
い
よ
う
な

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

寒
か
っ
た
冬
の
毎
日
忘
れ
そ
う
春
の

陽
ざ
し
と
桜
の
花
で

退
職
会
員　

瀧
口　

静
子

泣
い
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
の
子
も
一
年

後
こ
の
学
校
は
外
国
が
好
き
と

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

受
験
生
桜
咲
く
人
咲
か
な
い
人
そ
れ

ぞ
れ
違
い
そ
れ
ぞ
れ
で
良
い

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
示
す
数
字
見
て
四

季
の
移
ろ
い
感
じ
と
る
な
り

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

人
生
に
迷
い
凹へ

こ

み
て
半
世
紀
そ
れ
で

も
私
死
ぬ
ま
で
主
役

岡
山
西
支
援　

江
國　

泰
洋

◆
選
者
吟

麦
秋
の
端
に
屋
島
の
平
ら
置
き
讃
岐

の
風
は
色
の
整
ふ

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

草
萌
え
て
備
前
平
野
の
膨
ら
み
ぬ

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

（
評
）
備
前
平
野
が
い
い
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

が
い
い
。
平
野
の
大
半
が
干
拓
な
の
が
さ
ら
に
い

い
。
倉
安
川
と
百
間
川
を
開
削
し
広
大
な
干
拓
地

を
造
営
し
た
津
田
永
忠
の
姿
も
浮
き
上
が
る
。
永

忠
の
開
拓
し
た
沖
新
田
・
政
田
の
地
で
日
々
鍛

錬
す
る
フ
ァ
ジ
戦
士
が
岡
山
県
民
の
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
る
。
夢
の
中
心
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
晴
れ
の
国
ス

タ
ジ
ア
ム
だ
。選
者
も「
全
員
で
勝
つ
！
」の
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
を
掲
げ
る
。

〈
佳
作
〉

愛
の
日
の
職
員
室
の
ス
ル
メ
イ
カ

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

和
美

春
シ
ョ
ー
ル
明
日
退
職
す
る
人
と

岡
山
城
東
高　

別
所　

琴
美

相
恰
を
崩
し
桜
の
山
が
待
つ

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

〈
入
選
〉

鰭
立
て
て
我
に
異
議
あ
り
赤
笠
子

倉
敷
・
児
島
小　

土
師　

宏
文

柔
ら
か
き
硯
の
窪
み
筆
始
め

退
職
会
員　

落
合　

範
昭

腹
の
子
に
福
豆
ひ
と
つ
遣
り
に
け
り

倉
敷
・
連
島
南
小　

村
上　

昂
平

歩
道
橋
駆
け
る
子
ど
も
ら
青
嵐

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

血
圧
計
う
な
り
出
し
た
り
牡
丹
雪

退
職
会
員　

万
波　

照
世

マ
ダ
ラ
蝶
旅
の
安
全
祈
り
つ
つ

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

藪
に
入
り
て
足
袋
越
し
に
知
る
破
竹
の
子

片
上
高　

森　
　

稔
倫

病
み
臥
し
て
無
為
の
日
過
ご
す
去
年
今
年

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

田
を
結
ぶ
水
の
煌
め
き
蝌
蚪
の
群

退
職
会
員　

山
﨑　

淑
加

海
眼
下
ソ
ー
ダ
の
泡
の
喉
を
焼
く

退
職
会
員　

北
村　

庸
江

惜
別
の
情
有
り
て
花
の
み
ぞ
知
る

笠
岡
高　

羽
原　

由
子

藤
垂
る
る
光
る
雲
間
に
弥
陀
来
迎

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

吊
る
し
雛
こ
れ
ぞ
と
ば
か
り
シ
ャ
ッ

タ
ー
切
る

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

写
メ
送
る
老
父
安
堵
の
豆
の
花

備
前
・
吉
永
中　

宮
脇　

明
美

花
び
ら
が
ピ
ン
ク
の
蝶
と
な
り
て
舞
う

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

◆
選
者
吟
　
中
国
ダ
ー
ビ
ー

ル
カ
オ
行
け
龍
之
介
行
け
春
疾
風

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

内
視
鏡
心
の
中
を
見
て
み
た
い

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

（
評
）
近
年
胃
や
大
腸
を
は
じ
め
内
臓
を
内
視
鏡

で
観
察
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
癌
の
早
期
発
見
や

病
気
の
診
断
、
手
術
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

作
者
は
も
う
一
歩
進
ん
で
、
人
の
心
の
中
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
内
視
鏡
が
あ
る
と
い
い
と
言

う
。
人
の
心
を
詮
索
す
る
の
は
遥
か
昔
か
ら
の
人

間
の
業
だ
が
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
秘
策
は
な

い
。
た
だ
将
来
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
、
人
の
心
の
中
が

分
か
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
は
間
に

合
わ
な
い
だ
ろ
う
が
、
ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー
チ
ン
両

氏
の
心
の
中
を
見
て
み
た
い
も
の
だ
。
人
間
の
願

望
に
着
目
し
た
秀
句
で
あ
る
。

〈
佳
作
〉

賃
上
げ
は
年
一
値
上
げ
は
年
中
だ

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

ウ
ル
セェー
を
変
換
し
た
ら
あ
り
が
と
う

退
職
会
員　

服
部　
　

誠

年
賀
状
卒
業
し
た
い
し
た
く
な
い

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

〈
入
選
〉

優
し
さ
は
す
れ
違
う
も
の
人
と
人

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

老
舗
宿
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
百
千
鳥

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

俳
優
と
同
じ
病
気
を
自
慢
す
る

井
原
高　

伏
見　

拓
也

手
を
添
え
た
こ
と
を
い
え
な
い
逆
上

が
り

瀬
戸
南
高　

佐
々
木
正
剛

一
行
の
メ
ー
ル
元
気
と
子
の
便
り

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

皮・
根・
芯
丸
ご
と
い
た
だ
き
血
肉
と
す

新
見
高　

難
波　

宏
子

退
職
の
花
束
の
香
の
卯
月
果
つ

退
職
会
員　

北
村　

庸
江

真
夜
中
の
シ
ャ
ワ
ー
で
流
す
理
不
尽
を

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

歳
と
っ
て
新
た
な
発
見
も
楽
し
み
だ

高
梁
城
南
高　

吉
村　

英
治

夢
叶
う
い
ざ
Ｊ
１
へ
突
き
進
む

久
米
南
・
弓
削
小　

宍
戸　
　

亮

札
束
で
頭
パ
チ
リ
と
叩
き
た
い

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

ひ
き
こ
も
り
雨
の
ち
晴
れ
の
虹
が
待
つ

美
作
高　

初
川　
　

渉

目
標
が
目
標
倒
れ
悔
い
の
日
々

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

怠
惰
な
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
予
防
で
す

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

◆
選
者
吟

み
ど
り
児
の
こ
の
ほ
ほ
え
み
の
い
ず

こ
よ
り

文
芸
の
ひ
ろ
ば

必
着
！！



笠岡市立にじいろ認定こども園
真庭市立米来こども園

倉敷市立老松幼稚園

岡山市興除認定こども園

倉敷市立まきびの里認定こども園

岡山市甲浦認定こども園

総社市立昭和五つ星学園幼稚園

岡山市立芳田幼稚園

総社市立服部幼稚園

総社市立総社南幼稚園

みんなで植えたチューリップがきれいに咲いたよ
チューリップの球根贈呈事業を行って，子どもたちに喜ばれています。

この春届いた開花のお便りの一部をご紹介します。

チューリップの芽が出てくると
「みずやりしたい‼」とはりきる
子どもたち。チューリップが咲き
始めると「きれいだねぇ」「これ
はあかいろ？」といろんな色の
チューリップをながめて嬉しそう
にしていました。

自分の好きな色の球根を選び，個
人鉢と花壇に植えて水やりしまし
た。今年は２・３月が寒かったため
去年よりも咲くのが遅かったです
が，その分様子をよく観察していて
友だち同士で「○○ちゃん咲いて
たよ」と教え合い，喜んでいました。


